日本語初級後半～上級クラスにおける多読授業実践報告 : ケーススタディから見えた課題　支援の一助として by 桂 千佳子
TADOKU, or Extensive Reading, method was adopted in six Japanese 
language classes.  The method was applied in three classes of upper 
elementary-, intermediate-, and upper intermediate-levels in the fall semester 
of 2017 and three classes of intermediate-, and upper intermediate-, and 
advanced-levels in the spring semester of 2018. Although the former three 
classes went successful, the author had difficulty in supporting some 
students in the upper mediate-level class in the spring semester of 2018. 
These students gave a negative evaluation the method in a questionnaire. 
The author analyzed these student cases and found that support to the 
upper mediate-level learners during TADOKU reading was insufficient. In 
TADOKU reading, we teachers do not teach. We have nothing to teach 
in this method. We only support learners so that their TADOKU reading 
goes successful. Therefore, how to support learners is so important. 
Teachers should avoid being paternalistic in supporting learners. We need 
to communicate with each learner more carefully. Further research from 





A Case Report of TADOKU Extensive Reading in Upper Elementary- 
to Advanced - Level Japanese Languages Classes: 































































































































































































































































































５段階評価 ５ ４ ３ ２ １ 平均値
Ｑ１多読による日本語学習に興味が持てた ６人 ５人 ０人 ０人 ０人 4.5
Ｑ２多読の授業を受けて日本語の単語の知識が増え
ると思う
８人 ４人 ０人 ０人 ０人 4.7
Ｑ３多読の授業を受けて文法力があがると思う ７人 ６人 ０人 ０人 ０人 4.6
Ｑ４この授業を受けて速読の力がつくと思う ５人 ４人 １人 ０人 ０人 4.5
Ｑ５この学習法は自分にとって効果があると思う ２人 ５人 ０人 ０人 ０人 4.5




５段階評価 ５ ４ ３ ２ １ 平均値
Ｑ７授業外で日本語の新聞、雑誌、本、マンガなど
を読むことがある
５人 ４人 ０人 ２人 ０人 4.1
Ｑ８日本語を読むときに母語に訳さずに読むことが
できる
６人 ７人 ２人 ０人 ０人 4.0
Ｑ９多読で読んだようなやさしい日本語の本をもっ
と読みたいと思う
６人 ４人 １人 ０人 ０人 4.5
　１：ぜんぜんそう思わない　２：そう思わない　３：どちらでもない　４：そう思う　５：強くそう思う
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―受講者数15名　回答者数15名―　評価平均3.73
５段階評価 ５ ４ ３ ２ １ 平均値
Ｑ１多読による日本語学習に興味が持てた ５人 ５人 ３人 ２人 ０人 3.9
Ｑ２多読の授業を受けて日本語の単語の知識が増え
ると思う
５人 ６人 ０人 ３人 １人 3.9
Ｑ３多読の授業を受けて文法力があがると思う １人 ５人 ６人 ０人 ３人 3.9
Ｑ４この授業を受けて速読の力がつくと思う ２人 ８人 ４人 ０人 １人 3.2
Ｑ５この学習法は自分にとって効果があると思う ４人 ８人 ２人 ０人 １人 3.6
Ｑ６この学習法をこれからも続けたい ５人 ５人 ２人 ３人 ０人 3.9
　１：ぜんぜんそう思わない　２：そう思わない　３：どちらでもない　４：そう思う　５：強くそう思う
―受講者数15名　回答者数15名―　評価平均4.15
５段階評価 ５ ４ ３ ２ １ 平均値
Ｑ１多読による日本語学習に興味が持てた ７人 ４人 ３人 ０人 ０人 4.1
Ｑ２多読の授業を受けて日本語の単語の知識が増え
ると思う
７人 ５人 ２人 １人 ０人 4.2
Ｑ３多読の授業を受けて文法力があがると思う １人 ９人 ４人 １人 ０人 3.7
Ｑ４この授業を受けて速読の力がつくと思う 10人 ３人 ２人 ０人 ０人 4.5
Ｑ５この学習法は自分にとって効果があると思う ３人 ９人 ２人 １人 ０人 4.5
Ｑ６この学習法をこれからも続けたい ５人 ７人 ３人 ０人 ０人 3.9
　１：ぜんぜんそう思わない　２：そう思わない　３：どちらでもない　４：そう思う　５：強くそう思う
―受講者数15人　回答者数15人―　評価平均4.13
５段階評価 ５ ４ ３ ２ １ 平均値
Ｑ７授業外で日本語の新聞、雑誌、本、マンガなど
を読むことがある
４人 ７人 ４人 ０人 ０人 3.9
Ｑ８日本語を読むときに母語に訳さずに読むことが
できる
４人 10人 １人 ０人 ０人 4.1
Ｑ９多読で読んだようなやさしい日本語の本をもっ
と読みたいと思う























4.0 4.0 4.3 4.3 4.5 4.7 4.7 4.7 5.0 5.0 5.0
中上級クラス　15人　（クラス全体の平均3.73）
1.5 2.3 2.5 2.8 3.3 4.0 4.0 4.0 4.0 4.2 4.2 4.3 4.5 4.7 4.8
上級クラス　15人　（クラス全体の平均4.15）
2.7 3.5 3.7 3.8 4.0 4.0 4.2 4.2 4.2 4.3 4.7 4.7 4.7 4.7 4.8
―受講者数15名　回答者数15名―　評価平均4.15
５段階評価 ５ ４ ３ ２ １ 平均値
Ｑ７授業外で日本語の新聞、雑誌、本、マンガなど
を読むことがある
８人 ６人 ０人 ０人 ０人 4.57
Ｑ８日本語を読むときに母語に訳さずに読むことが
できる
７人 ８人 ０人 ０人 ０人 4.47
Ｑ９多読で読んだようなやさしい日本語の本をもっ
と読みたいと思う
７人 ６人 １人 １人 ０人 4.29
　１：ぜんぜんそう思わない　２：そう思わない　３：どちらでもない　４：そう思う　５：強くそう思う
表６．上級クラスのアンケート結果「日本語で読むこと」
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１　粟野他（2012）は、日本語多読をしようと思った日本語教師向けの入門書で、粟野らが
実践している多読について実感をもって理解することができるように書かれている。粟
野らは、英語教育であげている多読の成果を日本語教育にも取り入れるべく、「入り口
となる」graded readersの作成から始め、2012年よりNPO多言語多読を立ち上げ、現在
では日本語だけではなく外国語全般での多読の実践へ、また「読む」だけではない「聞
く」「話す」「書く」tadokuへとその活動を広げている。
NPO多言語多読HPよりhttps://tadoku.org/teachers/t-about　（2018.12.9閲覧）
２　NPO多言語多読HP「日本語多読に適した市販本や参考図書」https://tadoku.org/
learners/book_ja/reference　（2012.12.9閲覧）
３　NPO多言語多読では、多読支援者・教師向けのセミナーの開催、講師の派遣、日本語、
英語のみならず、多読のための読み物作成、発掘なども行っている。セミナーでは実践
経験者から直接話を聞くことができ、またアドバイスももらえる。
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